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発想を生む技術 

• 本日の特別な講師 樋口健夫先生 

 

• 「アイデアマラソン発想法」創始者 

 

• Welcome to the Official Website of Idea 
Marathon System 

– http://www.idea-marathon.net/ 
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樋口先生の略歴 

• 1946年(昭和21年）京都生まれ 
1971年三井物産株式会社入社 
 

• アフリカ・ナイジェリア・ラゴス事務所(3年間） 
中近東・サウジアラビア･リヤド事務所8年半） 
ベトナム･ハノイ事務所(2年間） 
東京通信ネットワーク出向を経て、2000年から三井
物産ネパール・カトマンドゥ事務所長(4年半） 
2004年6月帰国し、同年8月末に三井物産を定年退
職。 

 



アイデアマラソンの本 

このほか樋口先生の著著は数十冊出版されている 



１９８５年 「海外生活百科」
１９８６年 「住んでみたサウジアラビア」
１９８７年 「商社マンがゆく」＊（学生社）
１９８８年 「海外生活の危機管理」＊（実業之日本社）妻との共著
１９８９年 「商社マンの冒険グルメ」（学生社）妻との共著
１９９０年 「海外家庭教育」＊（サイマル出版会）妻との共著
１９９０年 「多極化する世界経済と日本」＊（晃洋書房／現代アフリカ経済事情）（他の執筆者との共著）
１９９１年 「商社マンのビジネス冒険」（学生社）
１９９１年 「この人たちはなぜ成功したのか」＊（訳書／ダイヤモンド社）
１９９２年 「アイデア発想が湧き出る本」ダイヤモンド社
１９９３年 「海外危険回避マニュアル」＊（ＰＨＰ社）
１９９３年 「商社マンになるには」（ぺりかん社）
１９９４年 「海外生活事典」＊（実業之日本社）
１９９５年 「アイデアマラソン発想法」＊（東洋経済新報社）
１９９６年 「海外駐在マニュアル」（英語教育協会）
１９９８年 「マラソンシステム」（日経BP）
１９９９年 「ベトナムの微笑み」（平凡社）
２０００年 「父親だからできる　子育てマネジメント」東洋経済新報社
２００１年 「Idea In Action- Idea-Marathon System(IMS)」
２００１年 「さえてるお父さんを育てるとっておきの方法」（平凡社）
２００３年 「仕事ができる人のノート術」（東洋経済新報社）
２００３年 「父親だからできる子育てマネジメント」韓国語版（生活中央社）
２００３年 「アイデアマラソン発想法」タイ語版（SE-ED社）
２００４年 「企画がスラスラ湧いてくるアイデアマラソン発想法」（日経ビジネス人文庫）
２００４年 「仕事ができる人のノート術」(韓国版出版）
２００４年 「思いつきをビジネスに変えるノート術」（PHP研究所）
２００４年 最新刊「稼ぐ人になるアイデアマラソン仕事術」（日科技連出版社）
２００４年 「Idea in Action Idea-Marathon」ヒンディー語出版　Adarsh社



海外でも翻訳されている 

英語版 韓国語版 



世界中で… 

中国語 タイ語 ヒンディー語 



アイデアマラソンって何？ 

 

• 「発想の分野を限定しな
いで、個人が考えたもの
を、即時、できるだけ早く、
できるだけ短く、ノートや
パソコンデータに記録し、
周りに話をする」発想シス
テムです。 

 
– IMS公式Webサイトより引

用 
 

 



次回までに読書をおすすめ 


